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設計要旨「電機設計学」改訂3版, オーム社(p183)

減磁判定

損失と効率

温度上昇

重量
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装荷分配法（p21,p40）

まず磁気装荷を計算して、設計を進める。

電気装荷

磁気装荷

１極の容量

周波数
= 2.1（誘導機）

機器の比容量

S／f

Φ

式(2.47)

図2・10
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D2L法（p185）
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D3L法（電気書院交流機設計）

出力係数

コア外径

１極の容量

コア積

出力係数の経験値を基準に、設計を進める。
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その他の設計法（標準電気機器講座２誘導機p12）
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ラジアルギャップモータの設計手順

要求トルク， 回転速度

ギャップ径Da, コア厚La決定

ロータ構造（耐遠心力、トルク）ギャップ接線応力

温度判定 NG
OK

冷却手段強化
（放熱フィン、強制空冷、水冷）

電流密度、扁平率、損失計算、減磁判定 10N/cm2 Da

La
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ギャップ接線応力設計目安（たたき台）

25N/cm2  : コスト無視、鉄損無視での実現可能限界値

15N/cm2  : 磁束集中タイプ等の短時間（1分）限界値

5N/cm2  : 連続定格目標値

要求トルクに対し、サイズを決定する目安

（最大トルクはモータサイズが数値を支配する。）

今後の磁気装荷増大により数値は増大する。
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電流密度設計目安（たたき台）

50 A/mm2  : 10 sec

30 A/mm2  :  1 min

20 A/mm2  :  5 min

10 A/mm2  :  連続定格（以上水冷）

5 A/mm2  :  連続定格（伝導放熱）

銅損がモータの出力限界を支配するという前提の目安

今後の放熱構造や材料の改良により数値は増大する。
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